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ムづくりについて考察する。

Ⅱ家庭及び地域における子育て支援の状況

ｌ子育て家庭のニーズ
八雲町では，次世代育成支援対策推進法の制定に基づいて「八雲町次世代

育成支援行動計画書」を作成するに当たり，平成15年12月に就学前と就学児
童（小学ｌ～３年）をもつ保護者を対象に｢次世代育成支援に関するニーズ調
査｣を行った。（有効回答率：就学前75.3％，就学児童74.1%)その調査結果
をもとに，子育て家庭のニーズについての分析と考察である。
(1)子育てに関する悩みや不安

日常生活における子育ての悩みとして，就学時前では「病気や発育・発
達」「食事や栄養」といった健康に関すること，「子どもの教育」「子どもを

％ 毒０ 釦０ '応０ 1，０

病気や発育･発達
食事や栄養
育児方法

子どもとの接し方
子どもとの時間がとれない
艦し相手・相眼相手なし
仕事等が十分にできない

子どもの教育
友だちづきあい

登園拒否等
配偶者等の協力が少ない
配偶者等との憲見不一致

周りの目が気になる
配偶者以外の援助者不在
子どもを叱りすぎに感じる
手をあげたりすること等
子育てサービスが不明

特にない
その他
無回答

０

９

檸

琴

率

認

弧

も
ｙ
巖
１
１
１
【
Ｊ誼

錘》

》…．“・麺・…・-．．‘-・・・・

竿
幽
岬
画

墨討齢一才率ニーュユニ弾準

さ

・７
》幻ね》驫浬》《》

》｜・墨コー鶏。《》

図ｌ子育てに関して悩んでいること・気になること（就学前）
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叱りすぎる」といった子どもに対する接し方，育て方に関して悩みを抱え
ている。また「仕事等が十分にできない」「子どもとの時間がとれない」な
ど仕事と子育ての両立や子育てにかける時間的なゆとり不足を挙げている
（図l)
小学生の保護者になると｢友達づきあい」（36.8％)，「子どもを叱りすぎ
る」（36.2％)，「子どもの教育」（36.5％)と35％以上の高い割合であり，就
学時前の回答に子どもの交友関係が加わってくる。
次に，子育てに関する相談相手として，配偶者・パートナーや親族，隣
近所の人・知人や友人を選ぶとしており，ごく親しい身近な人に悩みや不
安を打ち明けるのがほとんどである。その一方で，実効性をもつ專門機関
等に相談すると答えた人は少なかった。（図２）

％ ２５．０ １００．０５０．０ ７５-０

鰯‘'令':『』,ｊ７５．６

１６９．８
配侭者・パートナー

配 偶 者 以 外 の 頑 族

隅近所の人・知人・友人

職 咽 の 人

保 育 所 尋 の 保 遭 者 仲 間

子育てサークルの仲間

子育てサポーター

保 育 士 ・ 幼 穐 回 等 の 先 生

寮 院

住 民 生 活 課 民 生 偏

地 唖 子 同 て 支 援 セ ン タ ー

子育てサロン等

民 生 児 童 委 員 等

教 育 相 談 室

シルバープラザ

保 健 所

児 言 相 談 所

民 間 の 電 話 相 談

ベビーシッター

相 陵 相 手 が い な い

相讃すべきことがない

その他

歳 回 答

１．１５４．９
一一一宇一萱訓１３．３

２６．５
一 ・１４．９

０．２

１２５．３

ー亨］５．１

］０．９
，
ｉ０．７

１ｏ,５
０．２

r１r１５．６

０．２

ｊｏ,７
１０．５
０．２

弓

１１．６
言

』２．１
局

Ⅷ１．４

．１．９

図２子育てに関する悩みや不安の相談相手（就学前）
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(2)子育て支援施策に関するニーズ
充実してほしい子育て支援施策に関して「保育所等費用負担の軽減」「医

療費助成制度の拡充」といった経済的支援と「子連れで楽しむ場の増設」
といった施設整備に関する要望が突出している。
その一方，「育児を学べる機会の提供」「NPO等のサービス」「育児相談
や情報入手の場」など悩みや不安を直接的に解消を図ることができるニー
ズの項目については低率であることから，子育て家庭の親は，行政やNPO
等による相談や学習提供といった支援にあまり期待していないことが分か
る。（図３）
したがって，①子育てに関する情報入手先や相談相手は，親族やごく親
しい友人がほとんどである②経済的軽減や仕事と子育て両立を図る育児負
担の軽減を多く望んでいる③子育て支援関連施設が有効に活用されていな
い面があり，学習ニーズも高くないことが浮き彫りになった。

毒 ０ ， ０ 石 ０ １ ， ０％

|超０親子が集まれる場や機会

子連れで楽しむ増の増設

育児相談や情報入手の場

保育所等費用負担の軽減
ＮＰＯ等によるサービス

医娠費助成制度の拡充

住宅面の配慮

企業への改善の働きかけ

育児を学べる機会の提供

特にない

その他

無回答

亜 … lｍ７
壺了１１１２

|ね０
2ｽ７

｜田１
一

gAJ144i
露尋蕊溺'９８
- １1、j１Q５1
君

』３７言̅う１１２１
可

jl.4

図３充実してほしい子育て支援施策（就学前）
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を図り，多くの当事者が事業等に気軽に参加できる体制づくりが要求され
る。また同時に，成人前の青少年期までに地域活動やボランティア活動等
について積極的に導入し，そうした取組を通して自立した精神を養い，地
域社会の一員としての自覚を促し，地域づくりに参画する態度を身に付け
ることが重要であり，そのことが「親づくり・親育ち」のステップ°につな
がると考える。

２地域・学校・行政が一体となった家庭・地域教育力の活性化・向上への
アブ・ローチ

(1)八雲町地域教育力活性化推進協議会（以下，協議会）
平成15年７月に地域の体験活動の推進やモデル事業の計画及び実施など
を項目に地域の教育力の活性化や向上について協議するため，教育委員会
社会教育課の呼びかけに応じて，社会教育関係団体，学校関係，行政関係
から構成する「八雲町地域教育力活性化推進協議会」を設置した。昨年度
から，家庭教育の教育力の向上に関して併せて協議するとともに，「家庭教
育支援総合推進事業」「地域教育力再生プラン」を採択し，地域子ども教室
推進事業など実践的な活動を展開している。
(2)八雲町子ども体験活動支援センター（以下，センター）
八雲町における青少年の体験活動等の充実を図るため，八雲町公民館に

設置し，協議会と連携しつつ体験活動やボランティア活動に関する情報収
集と提供・相談やアドバイス，活動の提供や場の開発など，青少年の体験
活動等の推進･支援の役割を担っている｡現在11名のボランティアコーディ
ネーターが対応に当たっている。また，昨年度から文部科学省委託事業「ボ
ランティア活動推進事業」を主管して企画運営に当たっている。
＜成果と課題＞
協議会やセンターの会員が各事業の指導者や担当者になり，直接子ども
たちや町民と関わることで，自分たちが住んでいる子どもたちに関心を寄
せ，地域ぐるみで協働する意義を学ぶ機会になっている。しかし，協議会
の会員間で取組の意識に温度差が見られることから，協議会会員が目指す
方向性を共有し，地域住民との協働によってなされる新たな事業の展開が
期待されており，「ビオトープづくり」が案として検討されている。
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地域ぐるみの子育て支援システムの構築について１９３

３子育て支援グループ°の形成
家庭や地域の教育資源（人的・物的）を有効に活用するとともに，子ども
たちの健全育成のために地域の大人の力を結集し協働性を高めていくことが
重要である。そのためには，ネットワークを中心とした子育て支援グループ
の形成がキーワードになる。
(l)地域の教育力を持つ人材の発掘と育成
大人と子どもとの信頼関係で結ばれ日常的にコミュニケーションを図る
ことができて初めて教育的な影響を与えることができる。学校の教職員だ
けでなく，地域の大人が子どもと積極的にかかわりを持ち，地域の教育力
を発揮できる人材の発掘と育成が重要になる。
(2)多様な体験活動の提供
各分野で豊富な知識や技能を持つ町内の人を体験活動の指導者・協力者
として活用することは，体験活動を通して生きた知識や技術を与える機会
になるとともに，地域の子どもに関心を寄せたり，さらに指導力を高めて
いこうとする生涯学習へのきっかけを与えたりすることにつながる。
(3)子育て支援グループ°の形成
保護者はもとより地域の生活者が，家庭や学校・地域の内包する子育て
に関する問題を自分ごととして捉え，互いに知恵を出し合いながら共同し
て実践する子育て支援グループの形成が重要になる。

４「親づくり・親育ち」を図るための学社融合による教育課程の編成
子育て支援は，子どもが出生してから成人に至るまで20年近く長期にわた
るものであり，次世代を担う人材を育成するための支援である。現在，子ど
もに対する教育は，家庭・学校・地域社会の三者がそれぞれ固有の教育的機
能を発揮しつつ社会化を図る教育がなされている。しかし，今後は，大人や
親になるための教育，つまり「親づくり・親育ち」を図る教育について積極
的に論議し，発達段階に応じた「親づくりプログラム」を図るために学社融
合による教育課程の編成が効果をもたらすと考える。
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Ｖ お わ り に

子育ては，当事者である親だけで，あるいは行政主導による施策によって
のみなされるものではない。まさに，子育て支援に関する問題は町民全体の
問題という意識に立ち，家庭と地域社会，学校そして行政が「自分のまちの
子どもは，自分たちで守り育てる」という願いを共有し，信頼関係に基づい
た体制づくりや一体となった取組がさらに求められている。そのためにも，
「まちをよりよくしたい」「子どものために役立ちたい」など志向的に生きる
生活者を増やすこと，家庭のみならず，学校や地域社会など様々な場面にお
いて教育力として影響を与える人材の育成を図ること，そして「学び」を縁
として結びついた新たなコミュニティを形成し，組織力をもって支援してい
く体制を構築していくことが，地域ぐるみの子育て支援システムへの第一歩
になると考える。

＜汪＞
( l )小山忠弘伊藤俊夫編『学社融合』（財)全日本社会教育連合会2000 ,pp .97 -98
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